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               審   査   の   要   旨 
 
地球規模においても日本国内においても、鳥類の4分の1近くの種がレッドリストに掲載され、そ
の中には多くの森林性鳥類が含まれている。冷温帯落葉広葉樹林は、日本の代表的な森林タイプの
一つであり、世界的には東アジアと中部ヨーロッパ、北米東部にのみ存在するが、いずれの地域で
も人に強度に改変されてきたため、原生的な状態の生物相を知ることが難しい森林タイプの一つで
ある。 
本論文の著者は、冷温帯林においては樹木のフェノロジーに合わせて鳥類相が大きく入れ替わる
ことや、茨城県には低標高地に老齢冷温帯林が残されていることに着目して、長年鳥類の野外調査
に取り組んできた。その結果、特に低標高地の冷温帯林の鳥類保全にとっての重要性を示す根拠と
して、これまで見過ごされてきた秋の渡り中継地としての機能や、比較的保護されている高標高地
とは異なる希少種の生息といった新しい知見を見出した。また、多数の林分における集中的調査か
ら、林齢と鳥類多様性の関係を日本で初めて統計学的に明確に示すことに成功した。さらに、一部
の冷温帯林で外来種が最優占種になっている実態を示し、外来種は自然林には入りにくいという常
識を覆した。 
これらの成果は、冷温帯林落葉広葉樹林における鳥類多様性保全のための基礎資料となるだけで
なく、現在国を挙げて取り組んでいる多面的機能を高めた持続的森林管理に活用できる情報であり、
生物多様性保全分野および森林管理分野における優れた業績として高く評価できる。 
 
平成30年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
